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●
令
和
七
年
二
月
役
員
会
報
告

　

三
月
一
日
（
土
）
に
後
援
会
四
役

会
に
続
き
役
員
会
全
体
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、令
和
六
年
度
事
業
報
告
案
、

同
決
算
報
告
案
並
び
に
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
同
報

告
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画

案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
進
級
す
る
役
員
の
方
の

七
年
度
留
任
並
び
に
会
長
・
副
会

長
・
会
計
・
会
計
監
査
候
補
者
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

●
総
　
会

　

四
月
一
日
（
火
）
の
大
学
入
学
式

当
日
、
本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
お

い
て
、
保
護
者
多
数
の
出
席
を
得
て

後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
前
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
続

い
て
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、
同
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
進

級
し
た
役
員
の
方
の
留
任
及
び
新
入

生
保
護
者
の
新
役
員
候
補
者
の
紹
介

が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
会
長
に
は
緒

方
恵
氏
が
選
任
さ
れ
、
併
せ
て
副
会

長
、会
計
、会
計
監
査
の
選
任
が
夫
々

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
で
の
決
定
事
項
は
、

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

●�

令
和
七
年
七
月
四
役
会
・
役
員
会
報
告

　

七
月
十
二
日
（
土
）
に
後
援
会
四

役
会
及
び
役
員
会
全
体
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

正
午
よ
り
、
役
員
会
打
合
せ
の
た

め
の
四
役
会
が
開
催
さ
れ
、
引
き
続

き
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
役
員

会
全
体
会
が
開
始
さ
れ
、
保
護
者
会

を
十
一
月
一
日
開
催
す
る
議
案
の
承

認
、
後
援
会
Ｏ
Ｂ
会（
卒
親
会
）の
発

足
・
大
学
報
告
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
の
後
援
会
研
修

会
は
、
大
学
内
に
お
い
て
「
ミ
ニ
研

修
会
」
と
し
て
、
卒
親
会
の
参
加
者

も
加
わ
り
福
留
奈
美
食
品
学
科
教
授

に
よ
る
、「
江
戸
の
食
文
化
―
江
戸

の
庶
民
の
食
べ
方
・
楽
し
み
方
―
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
盛
況
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長
　
緒
方
　
恵

ま
た
、
後
援
会
費
を
学
生
の
た
め
に

適
切
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
監
査
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
年
に
数
回
役
員
会
が
あ

り
ま
す
が
、
役
員
同
士
、
又
先
生
方

に
学
校
の
現
状
を
話
し
合
え
る
い
い

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

学
内
研
修
会
や
有
志
で
の
聖
栄
葛
飾

祭
の
手
伝
い
、
学
食
の
試
食
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
中
途
で
も
役
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
大
学
事
務
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
学
生
達
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
。

　

日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
後
援

会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

後
援
会
は
保
護
者
と
大
学
が
連
携

を
図
り
、
学
生
生
活
や
大
学
の
教
育

事
業
の
振
興
を
支
援
し
、
大
学
の
発

展
・
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
、
後
援
会
は
大
学
と
協
力

し
て
秋
頃
に
保
護
者
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

本
学
は
ク
ラ
ス
や
班
ご
と
で
行
動

す
る
こ
と
も
多
く
、
学
年
担
任
の
指

導
に
よ
る
少
人
数
制
で
の
教
育
を
し

て
い
る
特
色
の
あ
る
大
学
で
す
。

　

地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
南
葛
Ｓ

Ｃ
栄
養
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
地
域
貢
献
活

動
、
資
格
取
得
へ
の
道
筋
、
学
食
や

学
内
の
生
活
等
、説
明
を
聞
い
た
り
、

担
任
と
個
別
の
相
談
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
学
が
所
在
す
る
東
京
都
葛
飾
区

は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
で
も
知
ら
れ
て

い
る
同
区
を
本
拠
地
と
し
て
い
る

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
南
葛
Ｓ
Ｃ
」

を
支
援
し
て
お
り
、
本
学
の
学
生
に
よ

る
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー

の
提
案
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
近
い
将
来
新
小
岩
北
地
区
の
食

産
業
発
展
の
確
実
な
礎
の
現
実
化
と

し
て
葛
飾
区
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
場
建

設
構
想
さ
ら
に
は
南
口
地
域
の
高
層

ビ
ル
化
も
着
実
に
進
展
し
、
一
方
、

駅
か
ら
一
分
ほ
ど
の
利
便
性
の
高
い

駅
前
大
学
や
食
の
総
合
大
学
と
し
て

の
ア
ピ
ー
ル
も
好
調
で
あ
り
、
高
校

生
に
と
っ
て
も
世
界
に
通
じ
る「
食
」

の
学
び
が
総
合
的
に
得
ら
れ
る
大
学

と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
食
の
文
化
・

伝
統
と
し
た
科
学
的
捉
え
方
に
つ
い

て
も
福
留
奈
美
教
授
の
ご
尽
力
に
よ

り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
美
術
番
組
「
美
の
壺
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
等
々
で
全
国
的
に
東
京

聖
栄
大
学
の
存
在
感
を
も
示
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
園
八
十

年
の
歴
史
の
下
、
大
学
設
立
二
十
周

年
を
も
迎
え
る
新
た
な
価
値
観
も
加

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
食
の
総
合
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
つ
健
康
を
踏
ま
え
た

食
品
学
と
栄
養
学
の
専
門
家
育
成
大

学
の
卒
業
生
と
し
て
社
会
、
い
や
世

界
で
活
躍
で
き
る
若
人
に
大
学
教
育

後
援
会
か
ら
の
絶
大
な
る
ご
協
力
と

ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
長
挨
拶�

理
事
長
・
学
長
　
田
所
　
忠
弘

総
会
・
役
員
会
報
告

新
た
な
時
代
へ
向
け
た
学
生
支
援
！
教
育
後
援
会
皆
様
へ
の
お
願
い
！！

▼ミニ研修会▲役員会（緒方会長挨拶）
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な
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
と
し

て
、
例
年
よ
り
早
め
の
取
り
組
み
と

各
ゼ
ミ
で
の
対
策
に
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。

　

新
年
度
の
大
学
生
活
も
始
ま
り
、

四
月
に
は
学
友
会
総
会
・
新
入
生
歓

迎
会
、
五
月
に
は
体
育
祭
と
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
年
次
生
は
宿

泊
研
修
に
続
き
、
体
育
祭
で
は
仲
間

の
活
躍
を
応
援
す
る
な
ど
親
交
を
深

め
て
い
ま
し
た
。
二
年
次
生
は
多
く

の
専
門
教
科
の
学
び
が
始
ま
り
ま

す
。
三
年
次
生
は
臨
地
実
習
に
向
け

て
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
学
友
会
や
部
・
サ
ー
ク
ル
活
動

の
中
心
的
存
在
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
四
年
次
生
は
本
格
的
な
就
職
活

動
と
と
も
に
各
ゼ
ミ
活
動
も
仕
上
げ

に
向
け
て
の
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。地
域
連
携
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
食
育
の
お
は
な
し
会
」、「
フ
レ
イ

ル
予
防
健
康
栄
養
講
座　

わ
く
わ
く

炊
飯
器
ク
ッ
キ
ン
グ
方
式
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

学
校
給
食
＆
食
育
承
認
済
み
）」、「
南

葛
Ｓ
Ｃ
」
の
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、

新
た
に
女
子
チ
ー
ム
「
南
葛
Ｓ
Ｃ
ウ

イ
ン
グ
ス
」
ヘ
の
サ
ポ
ー
ト
へ
の
取

り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。
本
格
的

管
理
栄
養
学
科

地
域
連
携
の
取
り
組
み

管
理
栄
養
学
科
長
　
大
塚
　
静
子

体育祭（棒引き）

●
球
技
大
会
実
施
報
告

　

令
和
七
年
七
月
十
九
日
（
土
）
に

本
学
の
体
育
館
で
球
技
大
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

一
般
の
学
生
よ
り
あ
げ
ら
れ
た
意

見
を
基
に
、
学
友
会
役
員
が
企
画
・

立
案
等
の
検
討
を
重
ね
、
今
回
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
学
生
間
の
交
流
を

深
め
る
機
会
と
し
て
球
技
大
会
を
実

施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
六
十
名
の
学
生
が
参
加
し
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
二

種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

球技大会（バレーボール）

学
友
会
活
動
報
告

　

今
年
度
、
学
友
会
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
管
理
栄
養
学
科
の
岸
楓
で

す
。
今
年
は
、
東
京
聖
栄
大
学
が
開

学
二
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
大
学
を
よ
り
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
、
各
行
事
の
開
催

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
学
生
の
学
校
生
活
が
よ
り
充
実

す
る
よ
う
、
学
友
会
役
員
が
一
丸
と

な
り
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
後
援

会
の
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
総
会
・
新
入
生
歓
迎
会
報
告

　

令
和
七
年
四
月
十
六
日
（
水
）
に

学
友
会
総
会
・
新
入
生
歓
迎
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
新
役
員
の
選
出
や
承

認
、
決
算
報
告
及
び
今
年
度
の
予
算

案
等
の
審
議
を
行
い
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
学
友
会
役
員
は
二
十
六

名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
の

新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
特
別
講
師
と

し
て
葛
飾
区
保
健
所
長
の
清
古
愛
弓

先
生
か
ら
公
衆
衛
生
等
に
関
わ
る
内

容
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
学
生

全
員
が
楽
し
め
る
企
画
と
し
て
抽
選

会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
と

て
も
良
い
雰
囲
気
で
終
わ
る
こ
と
で

き
ま
し
た
。

学友会新役員新会長挨拶

●
体
育
祭
実
施
報
告

　

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
（
金
）

東
新
小
岩
運
動
場
に
て
体
育
祭
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
生
と
教
職
員
合
わ
せ

て
約
二
〇
〇
名
が
参
加
さ
れ
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
た
な
か
、
予
定
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
進
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
積
極
的
に

競
技
に
取
り
組
み
、
各
ク
ラ
ス
内
の

親
睦
を
深
め
る
事
や
学
科
を
超
え
て

交
流
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
優
勝
チ
ー
ム
は
１
Ｎ
Ｂ
ク
ラ
ス

で
し
た
。

食育のおはなし会（４年・高橋ゼミ）フレイル予防健康栄養講座（参加者の皆さん）（４年・佐藤ゼミ）

学友会会長
管理栄養学科
３年次生
岸　楓



（その他）
金鶴食品製菓㈱、㈱ケイ・エス・オー、㈱ディーエイチシー、
TBCグループ㈱

ー食 品 学 科ー
（公務員）
東京都中央区（技能Ⅲ）調理師

（研究・分析・開発・製造（食品・化学））
㈱伊豆フェルメンテ、㈱グルメ和光、壽食品工業㈱、
㈱サンデリカ、ムラカワ㈱、ヤマサ醤油㈱

（調理/接客サービス）
㈱オリーブの丘、㈱サイゼリヤ、㈱ジリオン、㈱トリドール
ホールディングス、㈱人形町今半、㈱ファーストリゾート、
㈱ファイブグループ、㈱麺魚、日本レストランシステム㈱

（営業・販売）
角上魚類ホールディングス㈱、㈱久世、㈱成城石井、まい
ばすけっと㈱、㈱マルゼン

（その他）
アース製薬㈱、㈱東京ドームホテル

ー管理栄養学科ー
（公務員）
東京都職員Ⅰ類（栄養士）、東京都職員Ⅱ類（栄養士）、
川口市学校栄養職員（非常勤）、川崎市学校栄養職員(非常
勤)、草加市学校栄養職員（非常勤）

（病院/福祉）
（独）国立病院機構関東信越グループ、IMSグループ イムス
東京葛飾総合病院、（医）若葉会 柿生記念病院、（学）国際医
療福祉大学成田病院、（社福）恩賜財団済生会 東京都済生会
向島病院、（社福）東京有隣会 有隣病院、（社福）千歳会 特
別養護老人ホームちとせ稲毛

（受託給食会社）
エームサービス㈱、㈱グリーンハウス、コンパスグループ・
ジャパン㈱、シダックス㈱、中央フードサービス㈱、日清
医療食品㈱、淀川食品㈱、㈱LEOC

（保育園）
AIAI Child Care㈱、㈱こどもの森、（社福）東京児童協会

（薬局）
I&H㈱、㈱クリエイトエス・ディー、㈱マツモトキヨシ

17 期（令和７年３月卒業生）の主な就職先
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令
和
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
学
年
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し

い
一
年
を
始
め
て
い
ま
す
。
一
年
次

生
は
、
四
月
二
日
か
ら
早
速
、
栃
木

県
日
光
市
で
の
一
泊
二
日
の
宿
泊
研

修
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
知
り
合
い

も
い
な
い
中
で
の
出
発
で
し
た
が
、

帰
っ
て
く
る
頃
に
は
す
っ
か
り
み
ん

な
同
じ
聖
栄
大
の
仲
間
と
い
う
感
じ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
年
次
生
の

学
び
で
は
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
適

用
に
な
り
ま
す
。
二
年
次
生
は
、
サ

イ
エ
ン
ス
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
二
つ
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
よ
り
深
い
学

び
に
入
っ
て
ま
す
。
三
年
次
生
は
、

各
研
究
室
に
配
属
し
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

と
い
う
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

四
年
次
生
は
、
卒
業
研
究
や
卒
業
制

作
、
そ
し
て
本
格
的
な
就
職
活
動
の

時
期
に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
で
必
要
な
こ
と
を
し
っ
か
り
学

ん
で
、
良
い
将
来
に
結
び
付
け
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

食
品
学
科

令
和
七
年
度
ス
タ
ー
ト

食
品
学
科
長
　
貝
沼
　
章
子新入生宿泊研修

　

第
十
七
期
生
（
令
和
七
年
三
月
卒

業
生
）
の
就
職
率
（
就
職
希
望
者
比
）

は
、
学
部
合
計
で
九
九
・
二
％
で
し

た
。
学
科
別
に
は
、
管
理
栄
養
学
科

は
公
務
員
、
医
療
・
福
祉
施
設
、
受

託
給
食
会
社
等
の
管
理
栄
養
士
職
を

中
心
に
九
八
・
六
％
、
食
品
学
科
は

食
品
企
業
の
研
究
・
技
術
・
製
造
職

や
調
理
、
営
業
職
を
中
心
に
一
〇
〇
％

と
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
多
く
は

学
業
に
関
連
し
た
業
種
職
種
に
就
職

し
て
お
り
、
卒
業
生
が
就
職
先
で
大

い
に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
教
職
員
が
連
携
し
、

学
生
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細

か
い
就
職
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
七
年
三
月
卒
業
生

就
職
結
果

〈卒業者数と就職者数〉

学 科 卒業
者数

就職希
望者数

就職
者数

就職率
（％）

管 理
栄 養 75 74 73 98.6

食 品 45 44 44 100

学 部
合 計 120 118 117 99.2

食品学科（就職率100％）

第
十
七
期
生

（
令
和
七
年
三
月
卒
業
生
）の
就
職
状
況

（
就
職
率
九
九
・
二
％
）

営業・販売4.1％

一般事務4.1％
接客サービス1.4％

その他5.4％

調理6.9％
その他
11.1％

公務員11.1％

病院11.1％

福祉施設
3.7％

保育園9.3％

薬局
9.3％

受託給食会社
44.4％

管理栄養士・
栄養士職74.0％

研究・分析・開発・製造（食品・化学）4.1％

管理栄養学科（就職率98.6％）

営業・販売
18.2％

その他
11.3％ 研究・分析・開発・製造

（食品・化学）20.5％

調理
40.9％

一般事務
9.1％
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学
年
担
任
紹
介

タブレット型パソコン

　

後
援
会
で
は
、
学
生
全
員
が
健
全

か
つ
有
意
義
な
大
学
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
毎
年
様
々
な
寄
贈
や
助
成
を

通
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
支
援
と
し
て
、
食
品
や
栄
養

等
に
関
連
す
る
企
業
の
新
卒
採
用
の

ご
担
当
の
方
々
を
本
学
に
招
い
て
行

う
、
学
内
業
界
企
業
説
明
会
の
運
営

費
及
び
早
期
化
し
て
い
る
就
職
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
為
に
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
（
学
生
自
身
が
客
観
的

に
適
性
等
を
知
る
機
会
）
の
受
験
料

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
活
動
支
援
と
し
て
、
学
友

会
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
二
式
や
部
・
同
好
会
が
活
動
時

に
使
用
す
る
備
品
の
購
入
し
、
学
友

会
総
会
を
は
じ
め
と
し
た
学
生
の
活

動
や
各
種
行
事
の
運
営
で
き
る
よ
う

有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
が
美
味
し
く
、
安
く
学
生
食
堂

を
利
用
で
き
る
よ
う
運
営
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

令和７年度後援会役員紹介
会　　長	 ４ＦＡ	 緒　方　　　恵

副 会 長	 ４ＮＢ	 関　口　真紀子

副 会 長	 ３ＮＢ	 森　谷　浩　幸

副 会 長	 ２ＦＢ	 竹　本　統　子

会　　計	 ３ＦＡ	 奥　住　彩　子

会　　計	 ２ＦＡ	 佐　藤　叙　子

会計監査	 ４ＮＡ	 浅　井　　　彩

会計監査	 ２ＮＡ	 稲　垣　千　鶴

役　　員	 ４ＮＢ	 鈴　木　有　理

役　　員	 ４ＦＡ	 片　岡　良　充

役　　員	 ４ＦＢ	 森　田　喜　衣

役　　員	 ３ＮＡ	 東　　　尚　美

役　　員	 ３ＦＡ	 市　川　久美子

役　　員	 ２ＮＡ	 伊　藤　勝　規

役　　員	 １ＮＢ	 鈴　木　有　美

役　　員	 １ＮＢ	 長　﨑　　　亮

　
後
援
会
の
寄
贈

管
理
栄
養
学
科

一
年
担
任
　
風
見
　
公
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
佐
藤
ひ
ろ
子
　
准
教
授

二
年
担
任
　
髙
橋
美
惠
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
膳
法
　
浩
史
　
教
　
授

三
年
担
任
　
宮
内
　
眞
弓
　
教
　
授

　
副
担
任
　
古
庄
　
　
律
　
教
　
授

四
年
担
任
　
大
塚
　
静
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
柴
田
　
隆
一
　
助
　
教

食

品

学

科

一
年
担
任
　
𠮷
田
　
光
一
　
准
教
授

　
副
担
任
　
篠
原
　
優
子
　
講
　
師

二
年
担
任
　
植
芝
　
　
牧
　
准
教
授

　
副
担
任
　
山
本
　
直
子
　
准
教
授

三
年
担
任
　
片
山
　
佳
子
　
教
　
授

　
副
担
任
　
福
留
　
奈
美
　
教
　
授

四
年
担
任
　
福
田
　
　
亨
　
教
　
授

　
副
担
任
　
熊
谷
美
智
世
　
教
　
授

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
大
学
等
の

高
等
教
育
に
お
け
る
「
授
業
料
や
入

学
金
の
減
免
」
及
び
「
給
付
型
奨
学

金
」
に
よ
る
制
度
で
す
。

本
学
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
高
等

教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
の
支
援
対

象
校
と
し
て
認
定
を
受
け
て
お
り
、

「
授
業
料
・
入
学
金
の
一
部
減
免
と

給
付
型
奨
学
金
」
に
よ
り
、
意
欲
あ

る
学
生
の
み
な
さ
ん
の
「
学
び
」
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年
四
月
よ
り
、
多
子
世
帯

（
世
帯
主
が
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も

三
人
以
上
）
の
学
生
へ
の
支
援
対
象

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

本
制
度
の
申
請
時
期
は
、
春
期
と

秋
期
に
行
っ
て
お
り
、
給
付
型
奨
学

金
『
日
本
学
生
支
援
機
構
』、
授
業

料
等
の
減
免
『
大
学
（
本
学
）』
夫
々

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
制
度
で
、
貸
与
型
（
一
種
：
無

利
子
、
二
種
：
有
利
子
）
の
制
度
も
本

学
経
由
で
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

募
集
時
期
に
学
生
向
け
の
説
明
会

を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
利
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
際
は
、
説
明
会

に
出
席
す
る
よ
う
に
ご
指
導
下
さ
い
。

各
種
制
度
等
に
関
す
る
詳
細
等

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新

制
度
（
給
付
型
奨
学
金
及
び

授
業
料
等
減
免
）

は
、
文
部
科
学
省
及
び
日
本
学
生
支

援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
修
学
支
援
新
制
度
や
日
本

学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
に
関

す
る
内
容
や
申
請
方
法
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

https://www.jasso.go.jp/
shogakukin/kyufu/index.html

日本学生支援機構

https://www.mext.go.jp/a_
menu/koutou/hutankeigen/
index.htm

文部科学省

日本学生支援機構奨学金制度
奨学金名 月額（自宅通学） 月額（自宅外通学） 備　考

第一種奨学金
（貸与：無利子）

20,000 円、30,000 円、 
40,000 円、54,000 円
より選択

20,000 円、30,000 円、
40,000 円、50,000 円、
64,000 円より選択

※修学支援制度と併用
する際は、月額が異
なる場合があります。

第二種奨学金
（貸与：有利子）

20,000 円～ 120,000 円（10,000 円単位）
で選択

JASSO が定める利率
の上限年３％です。

（ 貸 与 終 了 時 期 に
よって変動しますが、
在学中無利息です。）

給付型奨学金
（修学支援制度）

第Ⅰ区分 38,300円（※42,500円） 75,800 円
修学支援制度におけ
る支援区分は、「家
計基準」に応じて毎
年変動します。

第Ⅱ区分 25,600円（※28,400円） 50,600 円
第Ⅲ区分 12,800円（※14,200円） 25,300 円
第Ⅳ区分

（多子世帯）9,600 円（※ 10,700 円） 19,000 円

※生活保護世帯で自宅から通学及び児童養護施設等から通学する場合の支給額です。




